
1.重要な会計方針

（１） 有価証券の評価基準及び評価方法
　 ・満期保有目的の債券以外の有価証券

　　　時価のないもの　原価法

（２）　引当金の計上基準

職員等の退職給付に備えるため、退職金規程に基づき、当期末における要支給額を計上している。

（３）　消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は税抜方式によっている。

2.特定資産の増減額及びその残高
特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(　単位：円　）

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
CAMSアップロード用ソフトウエア開発基金積立預 11,275,628 10,000,000 12,545,486 8,730,142
中小企業研究開発等支援引当預金 0 65,000,000 4,725,810 60,274,190
退職金引当預金 133,387,149 23,847,015 3,215,000 154,019,164

特別基金積立預金 29,687,819 0 0 29,687,819

財政安定化基金積立預金 50,000,000 0 50,000,000 0

下請代金遅延防止法活用基金積立預金 25,000,000 0 25,000,000 0
特別修繕引当預金 150,000,000 0 150,000,000 0

合計 399,350,596 98,847,015 245,486,296 252,711,315

3.特定資産の財源等の内訳
特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

(　単位：円　）

科目 当期末残高
うち指定正味財

産
うち一般正味財

産
うち負債に
対応する額

CAMSアップロード用ソフトウエア開発基金積立預 8,730,142 (0) (8,730,142) (0)
中小企業研究開発等支援引当預金 60,274,190 (0) (60,274,190) (0)
退職金引当預金 154,019,164 (0) (0) (154,019,164)
特別基金積立預金 29,687,819 (0) (29,687,819) (0)

合計 252,711,315 (0) (98,692,151) (154,019,164)

4.債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高
債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、次のとおりである。

(　単位：円　）

科目 債権金額
貸倒引当金の

期末残高
債権の

当期末残高
未収金

会費（1社） 10,800 0 10,800
その他 59,871 0 59,871

合計 70,671 0 70,671

5.補助金等
補助金等の交付は受けておりません。

財務諸表に対する注記


